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逗
子
市
立
小
坪
小
学
校

（
池
上
慎
吾
校
長
）
が
５
月

25
日
に
創
立
１
５
０
周
年
を

迎
え
、
開
校
記
念
日
を
地
域

と
共
に
祝
っ
た
＝
写
真
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
ら
約
20
人

で
組
織
さ
れ
た
「
小
坪
小
学

校
創
立
１
５
０
周
年
記
念
事

業
実
行
委
員
会
」（
赤
松
淳

太
委
員
長
）
が
企
画
し
、
カ

ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
ボ
ー
ド
に
児

童
や
卒
業
生
か
ら
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
、
記
念
ロ
ゴ
入
り
Ｔ
シ

ャ
ツ
、
児
童
ら
の
絵
を
使
っ

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
で
祝
賀
会

逗
子
・
小
坪
小
学
校
１
５
０
周
年

ア
ウ
ト
テ
リ
ア
と
は
家
の

ど
こ
の
部
分
で
し
ょ
う
か
。

屋
根
・
外
壁
・
窓
・
玄
関

周
り
を
い
い
ま
す
。
屋
根
の
リ

フ
ォ
ー
ム
を
考
え
る
と
瓦
は
重

く
地
震
に
対
し
て
心
配
で
す
。

ス
レ
ー
ト
の
屋
根
は
割
れ
た
り

ひ
び
が
入
っ
た
り
で
心
配
で
す
。

今
葺
か
れ
て
い
る
仕
上
げ

材
を
全
部
取
り
除
き
、
下
地
の

野
地
板
を
修
理
、
貼
り
増
し
を

し
ま
す
。
そ
の
と
き
、
水
下
の

先
端
部
分
に
取
り
付
け
て
い

る
「
広
小
舞
」
と
い
う
板
は
一

番
傷
み
や
す
い
の
で
新
し
い
板

に
取
り
替
え
ま
す
、
合
板
で
は

な
く
ヒ
ノ
キ
の
無
垢
板
が
い
い

で
し
ょ
う
。
そ
し
て
新
た
に
防

水
材
を
敷
き
直
し
ま
す
。
屋
根

は
下
地
の
野
地
板
の
上
に
敷
い

て
あ
る
防
水
材
が
命
で
す
。
防

水
性
能
は
値
段
に
比
例
し
て
い

て
、
厚
み
や
材
質
で
大
き
く
違

い
が
出
ま
す
。
今
あ
る
仕
上
げ

材
の
上
に
（
野
地
板
・
広
小
舞
・

防
水
材
を
そ
の
ま
ま
に
）
葺
く

こ
と
は
お
勧
め
し
ま
せ
ん
。

天
井
裏
の
熱
気
を
外
に
逃

が
す
こ
と
の
で
き
る「
換
気
棟
」

と
い
う
部
材
も
あ
り
ま
す
。
ス

レ
ー
ト
の
屋
根
材
に
塗
装
を
勧

め
る
業
者
が
い
ま
す
が
、
お
勧

め
し
ま
せ
ん
。
作
業
員
が
乗
っ

て
割
れ
た
り
ひ
び
が
入
っ
た
り

す
る
し
、
毛
細
管
現
象
で
雨
漏

れ
の
原
因
に
な
っ
た
り
し
ま

す
。
ガ
ル
バ
リ
ウ
ム
の
平
葺
き

が
お
勧
め
で
す
。
基
本
的
に
屋

根
工
事
を
請
け
負
え
る
の
は
専

門
業
者
の
屋
根
屋
さ
ん
と
、
建

築
工
事
業
の
許
可
を
取
っ
て
い

る
工
務
店
・
建
設
業
者
で
す
。

■
日
向
建
設
　
鎌
倉
市
大
船
１
―
15
―
３
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ア
ウ
ト
テ
リ
ア
リ
フ
ォ
ー
ム

屋
根
替
え
編
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街
の
片
隅
は
少
な
く
な
い
。

　
梶
原
の
バ
ス
通
り
も
そ
の

ひ
と
つ
。
雨
季
の
山
間
の
道

は
冷
た
く
、
暗
い
森
を
背
景

に
紫
陽
花
が
ひ
と
き
わ
明
る

く
輝
い
て
い
る
。
以
前
か
ら

描
き
た
か
っ
た
が
、
機
会
に

恵
ま
れ
な
い
。
通
り
か
か
る

と
き
は
急
い
で
い
た
り
、
天

気
が
良
け
れ
ば
他
所
へ
ス

ケ
ッ
チ
に
行
っ
て
し
ま
う
。

　
写
真
に
撮
っ
て
描
く
こ
と

に
し
た
。
何
枚
か
の
写
真
を

組
み
合
わ
せ
て
、
バ
ス
と
そ

れ
を
待
つ
人
を
、
紫
陽
花
の

額
縁
の
中
に
入
れ
て
み
た
。

　
水
彩
　
36
×
51
㎝

　
名
所
と
い
う
ほ
ど
で
は
な

い
け
れ
ど
、
紫
陽
花
が
彩
る

77

「
バ
ス
を
待
つ
」黒

川　

明

た
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ス
タ
ン
プ
作

成
、
大
正
12
年
と
令
和
５
年

の
校
舎
の
写
真
で
記
念
切
手

の
作
成
な
ど
を
行
っ
た
。

当
日
最
大
の
催
し
の
竹

筒
を
使
っ
た
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ

イ
ト
は
、
地
元
の
竹
林
か
ら

切
り
出
し
た
手
作
り
の
灯
篭

約
千
個
を
使
い
、
在
校
生
・

卒
業
生
・
教
職
員
・
近
隣
住

民
ら
が
校
章
の
デ
ザ
イ
ン
と

１
５
０
の
文
字
を
学
校
名
と

と
も
に
大
き
く
描
き
夕
暮
れ

を
待
っ
て
点
火
。
校
歌
と

ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ

イ
の
歌
で
温
か
い
祝

福
の
輪
が
広
が
っ
た
。

今
後
も
記
念
誌
の
発

行
や
、
秋
に
校
庭
か

ら
上
が
る
気
球
へ
の

搭
乗
体
験
な
ど
予
定
。

同
校
は
１
８
７
４
年

（
明
治
７
）
に
香こ

う

蔵ぞ
う
寺じ

（
現
小
し
ょ
う

坪へ
い
寺じ
）
本
堂
を

仮
校
舎
と
し
た「
鷺

さ
ぎ
の

浦う
ら
学
舎
」

と
し
て
創
立
、
翌
年
小
坪
小

学
校
と
な
り
、
１
８
８
９

年
（
明
治
22
）、
田
越
村
立

尋
常
小
坪
小
学
校
に
改
称
。

１
８
９
８
年
（
明
治
31
）、
現

在
地
に
新
校
舎
が
完
成
し
、

同
寺
か
ら
移
転
し
た
。　（
Ｋ
）

５
年
ぶ
り

仮
装
パ
レ
ー
ド

　
鎌
倉
ビ
ー
チ
フ
ェ
ス
タ

「
第
23
回
鎌
倉
ビ
ー
チ
フ

ェ
ス
タ
」
が
５
月
25
・
26
の

両
日
、
鎌
倉
由
比
ガ
浜
海
岸

で
開
か
れ
大
勢
の
人
で
に
ぎ

わ
っ
た
。

26
日
は
「
第
５
回
鎌
倉

田
村
　
慶

②

太
刀
魚
の
南
蛮
漬
け

新
鎌
倉
料
理

　
季
節
は
梅
雨
に
変
わ
り
始

め
、
あ
っ
と
言
う
間
に
夏
を
感

じ
ら
れ
る
景
色
に
な
り
ま
し

た
。
梅
雨
に
感
じ
る
「
雨
降
り

始
め
前
の
匂
い
」
と
は
、
土
壌

に
溜
ま
っ
た
植
物
の
油
脂
分
が

湿
度
の
上
昇
で
放
出
さ
れ
て
い

る
と
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
料
理
で
は
「
匂
い
」
で
は
な

く
「
香
り
」
と
表
現
し
ま
す
が
、

今
回
は
旬
の
魚
太
刀
魚
を
「
南

蛮
漬
け
の
香
り
」
と
共
に
楽
し

む
華
や
か
で
更
に
保
存
も
長
く

で
き
る
レ
シ
ピ
を
紹
介
し
ま

す
。

　
●
材
料(

４
人
分)

▽
太
刀
魚
４
切
れ
▽
玉
ね
ぎ
１

個
▽
パ
プ
リ
カ
赤
・
黄
各
１
個

▽
ア
ス
パ
ラ
４
本
▽
南
蛮
出
汁

＝
出
汁
１
０
０
０
㏄
・
醤
油

１
５
０
㏄
・
味
醂
１
５
０
㏄
・

砂
糖
１
２
０
ｇ
▽
酢
３
６
０
㏄

▽
小
麦
粉
適
量

　
●
作
り
方
　

①
玉
ね
ぎ
、
パ
プ
リ
カ
を
薄
く

ス
ラ
イ
ス
し
、
水
で
さ
ら
し
て

お
く
。
②
ア
ス
パ
ラ
は
根
元
５

㎝
程
は
硬
い
の
で
皮
を
剥
い
て

お
く
。
③
沸
騰
さ
せ
た
お
湯
で

１
分
30
秒
程
度
茹
で
、
冷
ま
し

刻
ん
で
お
く
。
④
太
刀
魚
を
一

口
サ
イ
ズ
に
切
り
分
け
、
小
麦

粉
を
ま
ぶ
し
、
１
８
０
℃
の
油

で
表
面
が
き
つ
ね
色
に
な
る
ま

で
揚
げ
る
。
⑤
タ
ッ
パ
ー
に
揚

げ
た
太
刀
魚
、
①
の
野
菜
を
乗

せ
て
お
く
。

⑥
南
蛮
出
汁
を
合
わ
せ
沸
騰
さ

せ
、
⑦
⑤
の
タ
ッ
パ
ー
に
流
し

入
れ
、上
か
ら
ラ
ッ
プ
を
す
る
。

⑧
粗
熱
が
と
れ
た
ら
冷
蔵
庫
に

保
存
し
て
お
き
、
食
べ
る
時
お

皿
に
盛
り
付
け
て
、
上
に
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
を
飾
り
完
成
。

（
創
作
和
料
理
近
藤
　
副
料
理
長
）

　
車
に
乗
り
続
け
る
か
、
乗

ら
な
く
な
っ
た
車
を
ど
う
す

る
か
等
、
車
を
手
放
す
こ
と

を
検
討
さ
れ
て
い
る
人
は
、

自
分
の
愛
車
が
幾
ら
く
ら
い

な
の
か
気
に
な
る
と
こ
ろ
。

　
車
買
取
専
門
店
・
ハ
ッ

ピ
ー
カ
ー
ズ
鎌
倉
店
の
坂
野

代
表
は
、「
無
料
で
査
定
に

伺
い
、
査
定
額
を
提
示
し
ま

す
。
無
理
に
売
却
を
迫
る
事

は
い
た
し
ま
せ
ん
。
ご
納
得

さ
れ
た
う
え
で
売
却
ご
判
断

く
だ
さ
い
」
と
話
す
。

払
い
、
名
義
変
更
の
完
了
通

知
書
も
送
付
す
る
の
で
、
安

心
し
て
お
任
せ
く
だ
さ
い
」

と
、
坂
野
代
表
。

ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ズ 

鎌
倉
店
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０
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９
時
〜
20
時
・
定
休
日
な
し

車
を
高
く
安
心
し
て
売
り
た
い
な
ら

車
買
取
ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ズ
鎌
倉
店
へ

休日も休まず営業しています

市
民
カ
ー
ニ
バ
ル
　
仮
装
パ

レ
ー
ド
」
も
５
年
ぶ
り
に
行

わ
れ
、
公
募
の
市
民
ら
約
17

組
１
８
０
人
が
鎌
倉
市
役
所

前
か
ら
御
成
商
店
街
、
下
馬

四
ツ
角
を
経
て
ビ
ー
チ
フ
ェ

ス
タ
会
場
ま
で
パ
レ
ー
ド
し

た
＝
写
真
。

会
期
中
、
13
グ
ル
ー
プ

が
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
披
露
、
ほ

か
ラ
イ
ブ
や
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ

ー
、
ラ
グ
ビ
ー
大
会
な
ど
、

訪
れ
た
人
た
ち
は
一
足
早
い

夏
を
楽
し
ん
だ
。

ニ
ー
ス
市
長
ら
に

印
鑑
プ
レ
ゼ
ン
ト

        

鎌
倉
市

鎌
倉
市
の
千
田
勝
一
郎

副
市
長
は
４
月
下
旬
、
姉
妹

都
市
・
ニ
ー
ス
市
（
フ
ラ
ン

ス
）
を
訪
問
し
、
エ
ス
ト
ロ

ジ
市
長
と
ア
ミ
エ
ル
副
市
長

に
鎌
倉
彫
の
印
鑑
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
た
。

寄
贈
し
た
は
ん
こ
に
は
、

鎌
倉
彫
を
施
し
、
市
長
の
分

は
縁
起
の
良
い
漢
字
の
当
て

字
で
「
恵エ

寿ス

都ト

路ロ

治ジ

」
の
文

字
を
、
副
市
長
の
分
は
カ
タ

カ
ナ
で
「
ア
ミ
エ
ル
」
と
彫

っ
た
。
制
作
し
た
「
鎌
倉
は

ん
こ
」（
鎌
倉
市
御
成
町
）
代

表
の
月
野
允
裕
さ
ん
は
「
日

本
文
化
を
鎌
倉
か
ら
発
信
し

た
い
」
と
期
待
を
込
め
た
。

江
の
島
芸
術
祭

×

藤
沢
市
民
オ
ペ
ラ

藤
沢
市
片
瀬
の
龍
口
寺

で
５
月
11
日
夕
、「
お
寺
で

オ
ペ
ラ
‼
」（
藤
沢
市
み
ら

い
創
造
財
団
）が
開
か
れ
た
。

31
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
「
第

３
回
江
の
島
国
際
芸
術
祭
」

と
、
藤
沢
市
で
12
月
に
公
演

す
る
「
藤
沢
市
民
オ
ペ
ラ
」

の
コ
ラ
ボ
イ
ベ
ン
ト
。
本
堂

を
背
景
に
し
た
特
設
舞
台

で
、
バ
リ
ト
ン
の
大
西
宇
宙

さ
ん
、
ソ
プ
ラ
ノ
の
鈴
木
玲

奈
さ
ん
が
、
藤
沢
市
民
オ
ペ

ラ
で
上
演
す
る
モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
の
『
魔
笛
』
か
ら
「
鳥
を

捕
ま
え
る
の
が
私
の
仕
事
」

や
、
江
の
島
の
海
や
夕
暮
れ

を
意
識
し
た
選
曲
で
計
８
曲

を
歌
い
上
げ
た
＝
写
真
。

曲
の
解
説
と
ピ
ア
ノ
伴

奏
を
務
め
た
の
は
、
指
揮
者

で
藤
沢
市
民
オ
ペ
ラ
の
芸
術

監
督
・
園
田
隆
一
郎
さ
ん
。

「
オ
ペ
ラ
は
面
白
い
と
思
っ

た
ら
、
藤
沢
市
民
オ
ペ
ラ
に

来
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
た
。

第
25
回
藤
沢
市
民
オ
ペ
ラ

『
魔
笛
』
は
12
月
７
・
８
・

14
・
15
日
の
４
日
間
、
藤
沢

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
。

ラ
ー
メ
ン
で
交
流

ら
ぁ
麺
飯
田
商
店

　

ア
ル
ペ
難
民
セ
ン
タ
ー
で

ア
ル
ペ
難
民
セ
ン
タ
ー

交
流
会with

「
ら
ぁ
麺
飯

田
商
店
」
２
０
２
４
が
５
月

22
日
、
鎌
倉
市
十
二
所
の
同

難
民
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、

入
居
者
の
難
民
と
地
域
住
民

ら
約
１
５
０
人
が
、
ラ
ー
メ

ン
を
堪
能
し
た
＝
写
真
。

同
難
民
セ
ン
タ
ー
は
、
鎌

倉
の
イ
エ
ズ
ス
会
の
修
道
院

を
活
動
の
拠
点
と
し
て
、
難

民
の
住
ま
い
や
暮
ら
し
を
支

援
す
る
施
設
で
、
２
０
２
０

年
４
月
に
開
設
。
こ
れ
ま
で

18
カ
国
か
ら
40
人
の
難
民
認

定
申
請
者
ら
を
受
け
入
れ
て

い
る
。
現
在
の
入
居
者
は
10

カ
国
18
人
。

こ
こ
で
湯
河
原
町
の
ラ

ー
メ
ン
店
「
ら
ぁ
麺
飯
田
商

「
旬
の
魚
を
華
や
か
に
」

店
」
店
主
の
飯
田
将
太
さ
ん

（
46
）
が
、
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ

た
こ
と
の
な
い
海
外
の
人
た

ち
に
食
べ
て
も
ら
い
た
い
と
、

２
年
前
か
ら
ラ
ー
メ
ン
の
提

供
を
始
め
た
。
今
回
で
４
回

目
。毎
回
同
業
者
が
集
ま
り
、

今
回
は
６
店
舗
か
ら
店
主
や

研
修
生
ら
総
勢
十
二
、三
人

が
調
理
に
あ
た
っ
た
。

「
ど
ん
な
顔
で
食
べ
て
も

ら
え
る
か
毎
回
ウ
キ
ウ
キ
、

　
同
店
は
、
大
き
な
店
舗
を

持
た
ず
、
出
張
型
の
買
取
に

特
化
す
る
こ
と
で
固
定
費
を

削
減
し
、
買
取
額
に
還
元
、

高
額
査
定
を
実
現
し
て
い
る
。

　
ま
た
、他
社
で
年
式
が
古
い
、

走
行
距
離
が
多
い
等
の
理
由

で
、
査
定
額
が
０
円
や
、
処

分
料
が
掛
か
る
と
言
わ
れ
た

車
も
最
低
２
万
円
以
上
で
買

い
取
っ
て
く
れ
る（
１
６
０
０

㏄
以
下
は
５
千
円
以
上
）。

　「
契
約
後
の
減
額
は
絶
対

に
し
ま
せ
ん
。
代
金
は
現
金

ワ
ク
ワ
ク
。
ラ
ー
メ
ン
の
力

で
元
気
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

と
飯
田
さ
ん
は
話
す
。

令
和
６
年
度
表
彰

鎌
倉
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

【
体
育
功
労
賞
】
高
橋
邦
彰（
柔
道
）

池
上
謙
吾（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）江
成

幸
子（
弓
道
）野
口
享
洋（
ス
キ
ー
）

宮
下
雅
之（
サ
ッ
カ
ー
）吉
田
正（
少

林
寺
拳
法
）倉
持
昌
枝
（
太
極
拳
）

江
口
達
也
（
ボ
ウ
リ
ン
グ
）

【
優
秀
選
手
賞
】
伊
藤
槙
紀
（
卓
球
）

片
岡
知
子・
夏
山
竜
一・
茶
山
尚
子・

平
塚
江
莉・
河
内
僚
海・
篠
田
彩
夏・

竹
村
莉
奈・土
志
田
旬（
以
上
水
泳
）

田
村
遥
香（
陸
上
）伊
藤
晋
平・小
池

絵
里
奈（
以
上
柔
道
）
松
岡
隼（
テ

ニ
ス
）
今
村
茉
莉
恵（
な
ぎ
な
た
）

林
田
優
希（
ス
キ
ー
）芋
生
信
一・根

本
香
織（
以
上
居
合
道
）杉
山
く
る

み（
ボ
ウ
リ
ン
グ
）
小
倉
健
二（
パ

ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
）浅
野
美
紀・

丁
村
啓
仁（
以
上
空
手
道
）（
敬
称
略
）

【
優
秀
団
体
賞
】鎌
倉
市
立
岩
瀬
中

学
校
野
球
部
、
湘
南
ハ
イ
ビ
ス
カ

ス（
野
球
）、三
菱
電
機（
株
）
鎌
倉

製
作
所
　テ
ニ
ス
日
本
リ
ー
グ
チ
ー

ム
、
鎌
倉
ロ
ー
ン
テ
ニ
ス
倶
楽
部

はんこで調印（鎌倉市提供）


